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町ーロ
肱

川

町

議

会

議

員

選

挙

投

票

日

は

四

月

三

十

日

で

す

。

総
額
五
五
九
一
万
円

（

詳

細

は

選

挙

管

理

委

員

会

へ

）

歳

会

．出

本年額度 前年算 度可古；；んI 、 別
予算 予額

比 較

議会費 205 1 6 6 5 9 
．．．  

役場費 1,2 D 0 1,030 1 7 0 
＇ . ・-・-

消防費 1 1 3 9 7 1 6 

土木費 9 1 9 D 1 
I 

一教狂疇育働施費
2,289 2.9 6 --•' 8 △ 679 
1 9 2 1 8 3 ， 

股保~―'費健衛生費 6 5 8言-△ 20 
産業経済費 3 5 9 527 △ 1 6 8 

財産費 3 9 3 9 

統計費 1 1 

選挙費 2 4 7 1 7 

公債費 6 5 9 5 1 1 1 4 8 

諸支出金 1 5 7 1 1 7 4 (J 

予備費 1 9 7 5 5 1 6 4 

歳出合計 5,591 5,8 5 4 △ 2 6 5 

冒

表R
昭和38年度特別会計予算

- 1 

本年度

予算額

ボ3

1,3 1 2 

6 1 

4 5 ・6 

118 2 9 

円
（
追
加
一

計 別

' 

国民健康保険

簡易水道事業

農業共済事業
．こ・

l合計
l-
．． 

八六
日日

前年度
予算額

万円
1,1 5 

5 6 

1,2 0 8 

（
三
月
）

―
一
日
民
生
委
員
研
修
会

―
二
日
同
和
対
策
協
議
会
肱
川
支

部
結
成
大
会
、
‘
'

緑
化
運
動
推
進
映
画
会

（
岩
谷
地
区
）

肱
川
町
立
肱
川
中
学
校
卒

業
式
汁
二
次
事
務
改
善
打
合
会

町
議
会
建
設
委
員
会
f

一
五
日

一
三
日

比 較

万
1 6 0 
--:・ 
b 

4 5 6 

6 2 1 

一
立
七
万
円
”

給

与

追

加

更

正

予

算

一

国

保

税

条

例

の

一

部

改

正

で

す

。

議

五

昭

和

三

十

七

議

案

才

五

十

八

号

、

牙

七

十

六

旦

一
肱
川
町
固
定
資
産
評
価
委
員
会
条
例
一
債
を
す
る
こ
と
が
、
又
｀
七
十
四
号

六
十
五
号
は
町
特
別
職
、
一
般
臓
員

及
議
会
議
員
等
の
給
与
及
報
酬
等
条
出
追
加
更
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、
一

例

の

一

部

改

正

で

す

。

般

会

計

の

予

算

は

総

額

九

二

0
九
万
設
定
及
び
委
員
選
任
忙
つ
い
て
で
あ
＇
七
十
五
号
の
一
時
借
入
金
に
つ
い
て

国

家

公

務

員

忙

対

す

る

人

事

院

の

一

八

九

万

円

）

と

な

り

る

。

そ

し

て

次

の

人

達

が

委

員

と

な

，

り

ま

し

た

。

ベ
ー
ス
改
定
勧
告
に
関
連
し
て
｀
地

方
公
共
団
体
の
職
員
も
給
与
の
切
り

か
え
が
実
柿
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

た
め
、
条
例
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ

汽

こ

の

改

正

に

よ

b
直
接
は
約
八

％
前
後
上
昇
す
る
こ
と
と
た
る
。

な
お
、
特
別
職
そ
の
他
議
員
、
委

算

追

加

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

見

込

み

で

一

員

そ

の

他

非

常

勤

の

載

員

の

報

酬

等

―

―

―

、

あ

る

の

で

、

本

年

度

も

最

終

的

忙

は

も

改

正

さ

れ

、

三

十

八

年

幸

五
九
一
万
円
で
昨
年
度
当
初
に
比
べ
昨
年
な
み
の
、
や
や
型
大
き
な
予
算
額
さ
れ
る

r：
と
と
な
っ
た
。

六
三
万
円
の
減
と
な
っ
て
お
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

て
ニ
ま
す
か
、
中
学
統
合
に
よ
る
附
帯
事
尚
尚
特
別
会
計
予
算
は
表
R
の
と
お

来
ほ
か
、
農
林
道
関
係
費
等
、
建
設
り
で
す
。

＿
 

事

業

が

、

国

県

補

助

等

の

関

係

が

、

一

役
場
費

議
会
費

-

0

万

円

追

加

歳
出
で
は

そ
の
他

一
七
四
万
円

町
債
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オ
ニ
十
三
回
定
例
肱
川
町
議
会
は
三
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日
の
四

日
間
詞
か
れ
、
二
十
八
件
の
議
案
と
昭
和
三
十
六
年
度
決
算
の
認
定
が
上

揺
さ
れ
、
通
学
奨
励
金
交
付
条
例
一
部
改
正
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
他
は

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

地
方
公
付
税

ユ
ニ
八
万
円
”

国
及
県
支
出
金
四
―
―
―
六
万
円
”

一
工

0

万
円
”

町
税

-

0

一

万

円

追

加

歳
入
で
は

附
和
三
十
八
年
度
当
初
予
算
可
決

ま
し
た
。

1
0
日

そ
の
他

九
五
万
円
増

三

0
日

公
債
費

――七
0

万
円
”

産
経
費

教
育
費
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編集

務

肱

総

町

課

決 算

昭和56年度肱川

町歳入歳出決算が

認定されましたo

予算総額

1億682万円

（歳 入）

収入額

1億559万円

収入減

（歳

支出額

1 2 3万円

出）

肱

川

町

議

会

議

員

選

挙

告

示

―
―
―
―
万
円
追
加

―
―
―
―
万
円
滅

二
九
万
円
減

土
木
費

一
八
六
．
万
円
追
加

営
繕
費

ボ

リ

オ

生

ワ

ク

テ

ン

投

与

町
常
会

町
議
会
委
員
長
会

国
保
運
営
協
議
会

教
育
委
員
会

町
立
各
小
学
校
卒
業
式

定
例
町
議
会

町
議
会
各
委
員
会

乳
幼
児
検
診

奥
の
山
、
山
火
事

（
約
一
反
歩
焼
失
）

三

一

日

町

議

会

閉

会

（
四
月
）

一
日
喜
多
酪
肱
川
支
部
総
会

二
日
県
議
会
議
員
選
挙
告
示

八
日
町
立
各
小
学
校
入
学
式

町
立
肱
川
中
学
校
入
学
式

高
校
肱
川
分
校
入
学
式

鹿
野
川
ダ
ム
警
報
連
絡
協

議

会

．

産
健
課
内
会
議

二
三
日

二
五
日

ニ
八
日

二
九
日

ニ
0
日

二
二
日

石
河

数

男

宮
武

末
春

和
気

年
生

和
気

四

月

二

十

三

日

未
満

上
岡

茂
夫

務
規
約
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
た
c

六
十
号
町
吏
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
、
六
十
七
号
大
洲
、
喜
多
衛
生
事

こ
の
ほ
か
五
十
九
号
消
防
団
条
例
｀

が
可
決
さ
れ
た
。

1億44 5万円

不用額

2 3 7万円

翌年度繰越額

1 1 4万円

談
案
牙
五
十
六
号
、

五
一
又
、
議
案
オ
六
十
八
号
、
六
十
九
号
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固
定
資
産
評
価
委
員
会
出
米
る

十
七
号
は
町
税
条
例
、

は
事
業
起
債
に
つ
い
て
で
教
育
施
設

整
備
廣
に
一
五

0
0万
円
以
内
、
町 ．
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同

補

充

逃

挙

人

員

名

薄

申

請

期

間



ょ 四日に曰くずた員く を
う等 理ための‘郵お特
おに転犬表宛解ゆ‘責正便願に
願つ居を札名しま雨務確物い郵
いい届つのを゜なのなにをし便
してのな掲ハ い日の配各ま外
ま協提い出ッ外もで達戸す務
す力出でとキ務風すナに°員
°し置受リ員の°る遅に
て く箱書の日責これ理
い のく苦も務とる解
た 設 労澄をがこ
だ 置 をう果外と
＜ ょます務な

毎
年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
ハ
ッ

カ
の
流
行
期
に
あ
た
り
ま
す
。
古
く

か
ら
＾
ッ
カ
は
子
供
の
厄
病
と
し
て

必
ず
か
か
る
と
さ
れ
た
く
ら
い
伝
染

カ
の
強
い
伝
染
病
で
す
。
一
度
は
か

か
る
も
の
だ
と
い
っ
て
も
あ
ま
り
小

さ
い
う
ち
に
か
か
る
と
そ
れ
だ
け
危

険
も
多
く
、
乳
児
や
弱
い
子
供
は
余

病
（
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
）
＇

を
お
こ
し
重
症
に
な
り
や
す
く
、
死

亡
率
も
低
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
°
脳

が
澁
か
さ
れ
て
、
つ
ん
ぼ
や
ぉ
し
に

な
っ
た
り
、
知
能
が
お
か
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
子
供
が
五
｀

六
才
以
上
に
な
っ
て
、
か
ら
だ
に
抵

抗
力
が
強
く
な
っ
て
か
ら
か
か
る
方

が
余
病
の
心
配
心
少
く
な
り
ま
す
。

動てと域都ど記ら反を便 lこ
を理しの市を念一→記制大の四
行解て著の行式週年念炭阪日月
9を招名郵い典間もすが間は二
こ深待人便ま並-四る始に今〇
とめしを局すび郵月もめ現か日
暉た予゜に便二［のて在らは
た力り一、ま功週〇で知在逓
咋‘日そた労間日：ナ施わ＿信
て要事郵れ‘者←(/)°され年記
い請業便ぞ全のと記郵れて前念
ますに局れ国表定念政たい‘日
するつ長の主彰め日省こる東で
; 0運いし地要な急‘かでと郵京す

ハ
シ
カ
。

予
病
は
病
原
体
が
か
ら
だ
の
中
に

は
い
ら
な
い
よ
う
に
す
る
方
法
が
も

っ
と
も
良
い
方
法
で
す
。
＾
シ
カ
は

息
者
と
の
接
触
を
さ
け
る
こ
と
さ
え

で
き
れ
ば
感
染
は
予
防
で
き
る
は
ず

で
す
。
若
し
ハ
ジ
カ
に
か
か
っ
た
乳

幼
児
が
あ
る
場
合
は
、
近
所
隣
へ
連

絡
を
し
あ
っ
て
小
さ
い
子
供
達
を
息

者
に
ち
か
づ
け
な
い
よ
う
お
互
で
注

意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
最
近
は
予
防

注
射
が
出
来
て
い
ま
す
か
ら
流
行
時

に
は
も
よ
り
の
医
師
に
よ
り
予
防
注

射
を
受
け
ら
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま

，
す
。
此
の
方
法
に
よ
っ
て
予
防
で
き

f

ヽ
る
の
は
四
週
間
位
で
す
か
ら
流
行
期

間
が
な
が
い
場
合
は
一
回
の
注
射
で

は
予
防
で
き
ず
、
二
｀
三
回
の
注
射

私
た
ち
の
払
込
ん
で

い
る
保
険
科
は
地
方
還

元
融
資
さ
れ
肱
川
町
も

現
に
中
学
校
、
簡
易
水

道
の
建
設
等
に
使
用
さ

れ
町
の
発
展
に
大
き
な

て
念
り
ま
す
。

み
ん
な
の
幸
の
た
め
1

戸
「
口
新
加
入
し
ま
し

L

”

 

ょ
う
。

．．．． 

～ 

が

必

要

な

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ウ

ガ

イ

の

し

方

又
三
月
始
め
よ
り
新
居
浜
市
に
ン
ウ
ガ
イ
は
ぬ
る
ま
渇
か
水
で
よ
い
3

ョ
ウ
コ
ウ
熱
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
を
つ
か
う
必
要
は
全
く
な
い
。

此
の
シ
ョ
ウ
コ
ウ
熱
は
法
定
伝
染
ガ
ラ
ガ
ラ
を
一
度
に
十
回
し
て
湯

病
で
す
か
ら
、
か
か
り
ま
す
と
隔
離
‘
を
は
き
だ
す
。
こ
れ
を
十
度
く
り
か
．

病
舎
に
入
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
え
す
。
二
、
三
回
の
ガ
ラ
ガ
ラ
を
一

か
り
や
す
い
年
令
は
五
オ
か
ら
中
学
度
だ
け
し
た
の
で
は
効
果
が
な
い
。

生
く
ら
い
ま
で
で
す
が
｀
新
居
浜
の
十
度
も
出
来
な
く
て
も
、
．
せ
め
て
五

場
合
は
六
オ
か
ら
十
一
、
ニ
オ
ま
で
回
、
五
度
以
上
は
必
ず
す
る
こ
と
。

の
息
者
が
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
佼
や
人
ご
み
へ
行
っ
た
時
は
ほ

余
病
と
し
て
は
腎
炎
や
中
耳
炎
で
古
こ
り
や
そ
れ
に
混
っ
て
細
朗
も
ノ
ド

．
予
防
と
し
て
は
息
者
に
近
よ
ら
せ
や
扁
桃
腺
に
く
つ
っ
い
て
い
る
こ
と

な
い
こ
と
、
流
行
期
に
は
マ
ス
ク
を
が
相
像
さ
れ
ま
す
か
ら
ウ
ガ
イ
を
し

か
け
、
、
外
か
ら
掃
っ
た
ら
ウ
ガ
イ
、
て
ほ
こ
り
や
細
菌
を
洗
い
流
し
だ
し

手
洗
を
さ
せ
る
事
、
此
の
ウ
ガ
イ
、
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
で
き

手
洗
は
す
ぺ
て
の
伝
染
病
の
予
防
法
る
だ
け
何
回
も
そ
し
て
何
度
も
ヴ
ガ

ど
し
て
大
切
で
す
か
ら
小
さ
い
時
か
イ
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
わ
け
で
す
。

ら

習

慣

づ

け

る

事

が

必

要

で

す

。

＇
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は
部

一

大
掃
除
の
時
期
が
や
っ
て
来
ま

し
た
各
御
家
庭
と
も
西
月
中
（
部
落

毎
一
斉
に
）
に
大
掃
除
を
行
っ
て
下

さ
い
。

次
の
「
大
掃
除
の
仕
方
を
」
参
考
に

完
全
な
る
大
掃
除
を
行
っ
て
下
さ
い
。

1
当
日
は
天
気
を
よ
く
見
定
め
て
手

順
よ
く
す
る
こ
と
。

2
先
ず
出
来
る
だ
け
多
く
の
戸
‘
障

子
を
は
ず
し
、
一
定
の
場
所
に
整

理
し
て
芸
く
こ
と
。

5
次
に
た
ん
す
｀
戸
棚
な
ど
を
戸
外

の
な
る
ぺ
く
日
陰
に
お
き
｀
中
に

入
っ
て
い
る
も
の
は
別
に
し
て
整

嘩
し
て
、
き
れ
い
に
す
る
こ
と
。

4
た
た
み
は
裏
側
を
日
に
あ
て
る
こ

と。

5
家
の
中
の
ゴ
ミ
は
上
か
ら
下
へ
｀

奥
か
ら
玄
関
へ
｀
風
上
か
ら
風
下

へ
と
順
を
お
っ
て
払
い
だ
す
こ
と
。

念
い
り
に
す
る
と
こ
ろ
は
天
井
う

ら
、
か
急
い
、
敷
居
と
床
下
の
間
，

シ
ョ
ウ
コ
ウ
熱
に

に

の
下
｀
床
下
な
ど
。

6

や
壁
板
は
洗
た
＜
ソ
ー
ダ
ゃ
｀

粉
石
け
ん
で
洗
う
こ
と
。

7
た
た
み
は
乾
し
た
あ
と
、
ふ
ち
の

ご
み
を
と
り
、
棒
で
よ
く
た
た
き

ほ
う
き
で
掃
い
て
も
と
に
収
め
る
。

床
に
は
新
聞
紙
を
、
と
く
に
壁
ぎ

ゎ
、
敷
居
の
下
は
あ
っ
く
し
い
て

去
く
こ
と
。

8
こ
れ
が
終
っ
た
ら
、
た
ん
す
、
戸

棚
｀
戸
障
子
を
入
れ
る
こ
と
。

9
納
屋
｀
下
水
、
流
し
場
｀
井
戸
は

清
潔
に
、
こ
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
な

苓
す
こ
と
。

10
お
わ
り
に
ご
み
の
始
末
を
す
る
こ

と。

11
手
を
洗
い
、
口
を
す
す
ぎ
入
浴
す

る
こ
と
。

をりれ飼り と加
かそばいこ条との紅同飼
んのな犬の例しな‘いい
だ他らを条←てい又犬犬
犬→な必例がi よ公が取
の犬いず匠設愛う衆人り
処の←っは定媛にに畜締
置飼とな→さ県す迷汀）
←育規い犬れ飼る惑そに
等管定でのていこをのつ
に理さお所お犬とか他い
っ←れか有り取をけにて
ぃ→てな者まり目る害
＼て人おけはす締的こを

゜

けだ務か三 まれ犬一法な病犬 りと残J(
狂 登ていでね十新すばに回律法予もこま言念
犬 録いてあば八年°な年県に律防安のすわな
病 はた‘るな年度ら二によが法心狂°れが
予 。だ注登り疲に な回登っ出とし犬てら
防 鬱く射録まのな い予録て来いて病い治
注録け役ょ iてをせ登り こ防し犬てういをる療
射手付場うつ先ん録ま と注てを姦犬ら根恐の
は数けで御いず‘をしに射鑑飼りにれ絶 し方
料まい願て済飼した なを札うま関るし い法
。三すついもせいての づ芝を人すすよて病が

しにを実〇°でし必て主いで てけ受は°るう‘気な
ま通別施0^ もまずいのた昭 苓なけ毎こ特狂人でい
荘0途日且登受す受た談だ和 りけ｀年の別犬も あ←
゜飼(1)さ 定こ考且J

ゎでれ尚がれ定
れ犬処放あらさ
るの分ちりにれ
よ所さ飼ま違て
う有れいす反お
御者るに°しる
願はこしたの
い必とてとで
しずがい きあ
まつあるはり
すなりと 処ま
。い市捕罰す
です獲規が

｀ 

肱
川
町
森
林
組
合

愛
媛
県
森
林
組
合
連
合
会
に
於
い

て
三
月
二
十
八
日
、
松
山
木
材
市
場

開
設
以
来
二
百
回
突
破
の
記
念
市
が

開
設
さ
れ
、
肱
川
町
森
林
組
合
は
｀

共
同
販
売
事
業
推
進
に
貢
献
し
た
と

し
て
同
連
合
会
長
よ
り
感
謝
状
と
優

秀
楯
を
授
興
さ
れ
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
授
賞
は
組
合
員

の
理
邸
る
協
力
の
賜
と
感
謝
し
て

い
る
。

肱川
1オ当り
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ざつバルプ
未口20上 11 
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未口は寸で書いてあります。

在ャかる→や血はまかるが 射狂．
繍らと一ら動もれっ伝気狂に犬犬
な絶端れ物ちるた染狂犬つ病の

学しい対発まはると犬病い病い予登
でた゜（疋病すみん人にでにはて防録
＼も現←助す°な温間かかな犬庄‘

予
直木4O上28
円50銭
本表は肱川町内で
自動車に積込みで
きる土場での値段
で中値です。
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